
２００６年８月２４日 

 
 

国際ローミング対応エリアを拡大 
～対応エリアが１つ増え、合計１６５の国と地域で通話が可能に～ 

 
ボーダフォン株式会社（本社：東京都港区、社長：孫 正義）は、ボーダフォンの第３世代（３Ｇ）携帯電話※１が海外
でそのまま使える国際ローミングサービスの対応エリアを、２００６年９月７日（木）より拡大し、１６５の国と地域で

通話が、９１の国と地域でインターネット接続サービスが利用できるようになります。今回新たに対応エリアになる

のは、通話はアンゴラ（アフリカ）、インターネット接続サービスはパキスタン（南アジア）、ベラルーシ（東欧）、ケニ

ア（アフリカ）、レユニオン（インド洋）です。 
 
また、ボーダフォンでは、すでに対応エリアとなっている国や地域においても、これまで以上に便利にご利用いた

だけるよう、提携する通信事業者数を順次増やしています。今回の拡大により、国際ローミングサービス対応エリア

１６５の国と地域のうち、６８の国と地域で複数の事業者と提携し、合計２４０事業者のネットワークが利用可能と

なります。 
 
ボーダフォンでは、２００２年１２月に国際ローミングサービスを開始して以来、海外でそのまま利用できる３Ｇ  

携帯電話のラインアップを充実させてきました。現在、ボーダフォンの最新カタログ（２００６年８月号）に掲載して 

いる国際ローミングサービスの対応機種数は１３機種※２です。今後もさらに国際ローミング対応エリアの拡充に 

取り組み、より豊かなグローバルコミュニケーションを実現してまいります。 
 
＜国際ローミング対応エリア（２００６年９月７日現在）＞  （  ）内は現在の提供エリアおよび事業者数から増える数 
提供サービス 国と地域 事業者数 
通話 １６５ （１） ２３５ （２） 
ＳＭＳ（ショートメッセージサービス） １６３ （１） ２３３ （２） 
インターネット接続サービス 
（ウェブ、ＭＭＳ〈マルチメディアメッセージングサービス〉） ９１ （４） １２１ （５） 

モバイルデータ通信（パケット通信サービス） ９１ （４） １２１ （５） 
ＴＶコール（テレビ電話）※３ １５ （－） １６ （－） 

 
＜新しく利用できるようになる国と地域（２００６年９月７日現在）＞ 

提供サービス 国と地域 
通話およびＳＭＳ アンゴラ 
インターネット接続サービスおよび 
モバイルデータ通信（パケット通信サービス） パキスタン、ベラルーシ、ケニア、レユニオン 

 
※１ 「Ｖｏｄａｆｏｎｅ ９０５ＳＨ」や「Ｖｏｄａｆｏｎｅ ８０２Ｎ」、「Ｖｏｄａｆｏｎｅ ７０３Ｎ」など、国内専用機種があります。 
※２ ボーダフォンコネクトカード「ＶＣ７０１ＳＩ」を含みます。「ＶＣ７０１ＳＩ」は、海外３０の国と地域のＷ-ＣＤＭＡネットワークでご利用いただけます。 
※３ ＴＶコールが利用できるのは、イギリス、オランダ、スペイン、香港、カナリー諸島、シンガポール、ドイツ、韓国、台湾、スイス、イタリア、ヴァチ
カン市国、サン・マリノ、フィリピンおよびオーストラリアの計１５の国と地域です。 

以 上 
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